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要約

２００４年８月１２日－１５日に

行った主焦点カメラによるＭ３１

の観測中に５７個の飛跡（図１）

が捕らえられた。このうち４４個

は人工衛星・スペースデブリ

（図３）、１３個が流星（内１個が

ペルセウス座流星（図２）、1個

がみずがめ座流星、11個が散

在流星）であった。

流星と人工衛星の識別法、流

星の測光等級、運動エネルギー

と発光エネルギー比などについ

て考察し、禁制線発光領域のサ

イズを初めて測定した。

流星識別

無限遠に合焦しているSuprimeCamでは近傍物体は主にピンぼけ

効果で拡がって見える。図４はピンぼけ効果、物体の幾何学的サイ

ズ、シーイング効果を考慮した像サイズの距離依存性を示す。実寸

３ｍ以下のものは距離100kmでは分離できない。

図５に示すように57イベントの像幅分布からも、距離100km程度

の流星と距離500km以上の人工天体が区別できることがわかる。

流星については、その飛来方向と同時期に出現した流星群の（表１）

輻射点との関係から、1個をペルセウス流星群、1個をみずがめ座

流星群と判定した。すばるが見た最も近い天体となる。

さらに観測日時、望遠鏡の指向方向、飛跡の方角を、ＮＡＳＡの

人工天体データベースと照合し、登録されている人工天体との同定

を試みた（図６）。その結果、44飛跡中17飛跡については、同定が

確認できた。

結果

（１） 表２に13個の流星の測諸元をまとめた。運動する流星の等級の

定義法は学界でも確立されていないので、ここでは最輝時0.033秒間

の積分光度をヴェガ等級に換算した値を算出した。目視等級より明る

めの定義となっていると思われる。

（２） 流星の発光が等方的であるとして算出した全発光エネルギー

と、流星塵（質量ｍμｇ、速度60km/s）の運動エネルギーから、発光

効率εを求める考察を行った（図７）。たとえば#17流星は、効率が

5%程度であれば１μg の質量と算出できる。

（３） Vバンド測光値のある4個の流星について、禁制線[OI]5577

の光子数の推算から、流星速度、酸素原子密度を用いて衝突励起

過程の起こっている衝突断面積を算出した結果、衝突は直径１ｃｍ

程度の領域で起こっていることが判明した。[OI]5577は1秒間光るた

め実際の発光領域は約300ｍに拡散する。

図１． みずがめ座流星 #25                                  図２．ペルセウス座流星 #17 図３． 回転変光する人工衛星 #16

流星

人工天体

図５（上）．像幅の高度依存性

図４（右上）． 実測した像幅分布

図６（右）．飛跡#11の候補と

なる人工天体の軌道図。

この解析から#11はID98077B

NORAD#25594=COSMOS2363

（軌道高度20000km、周期76分）

と判明した。

表１（右）．観測時期

に出現する流星群の

活動時期と輻射点。

図７． 輻射エネルギーと運動エネルギーに関する考察 表２．１３個の流星の諸元（日時、距離、飛来方向、等級、発光域直径、群同定）


